
第　05　号

対象期間：令和4年3月～令和5年2月　発行年月日：令和5年6月1日

環境経営レポート

エコアクション21



　　　　　　　

　　　　　　　

① 組　織　の　概　要

竹原　利彦

所 在 地

～事業所名、代表者名、所在地及び事業規模～

丸益産業　株式会社：商 号

：代表取締役

： 　　静岡県袋井市高尾260-1　ＴＥＬ0538-42-4318　ＦＡＸ0538-43-5660本社 建設事業部　　

：

R2.03～R3.02
単位

令和2年度
R4.03～R5.02

22

1,800万円

24

令和3年度 令和4年度

建設業許可証　：　静岡県知事許可（般-2）第6437号

㎡ 253 253

令和4年度

6,000 6,000

リサイクルセンター床面積

680本社売上高

従業員数

520

～エコアクション21対象事業内容～

土木工事業

百万円

22 22

12,000

510

16

33

12,000

事務所床面積

令和2年度
R4.03～R5.02

工事売上（百万円）

253

R3.03～R4.02

510

建設業（土木・とび・土工　工事業）、砂利採取業、産業廃棄物収集運搬業、中間処分業、
山砂利・砂・RC砕石等の製造販売

事務所敷地面積 6,000㎡

1

25

680

21工事件数

R3.03～R4.02

R2..03～R3.02

520

：

令和3年度

㎡ 16 16

年度

リサイクルセンター敷地面積 ㎡ 12,000

リサイクルセンター売上高 百万円 22 32

資 本 金

昭和46年12月1日：設 立

活動規模

　　静岡県袋井市愛野3123-1　ＴＥＬ0538-42-4319リサイクルセンター　　

人



袋都計第537号　　　事業期間：令和3年2月15日～令和6年2月14日

コンクリートガラ・アスファルトがら

再生材料（廃プラスチック）

設置の場所

令和7年3月21日

山砂利採取業

m3

令和3年2月10日 令和8年2月9日

m324,396

有効年月日

袋井維第32-16号
土採25-1号

産業廃棄物収集運搬業許可 許可番号

処理委託

再生砕石販売

破砕処理工程図

袋都計第537号袋土維第32-14号

10,550

事業の範囲

m3

事業の区分

産業廃棄物収集運搬業の許可内容

R3.03～R4.02

産業廃棄物の処理能力

・がれき類・・・1,204.00　ｔ/日　（8.0時間）

（積替え及び保管行為を除く）

収集運搬　

中間処分

産業廃棄物処分業許可

運搬業許可証

R2.03～R3.02

認可番号

令和2年3月22日第02221029272号
破砕処分

産業廃棄物処分業の許可内容

R4.03～R5.02

19,352

破砕 混合物処理先

処理委託
・売却

処理委託

令和3年度

施設の種類

山砂利採取出荷実績

令和2年度

許可番号

受入：がれき類
中間処理場
丸益産業㈱

リサイクルセンター

破砕施設

静岡県袋井市愛野字庄勧坊3123番1

有効年月日

許可年月日

許可年月日

産　業　廃　棄　物　の　種　類

令和4年度

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、
がれき類、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず　以上8品目

第02201029272号

製鋼用原料（金属くず）

マルチング材（木くず）

2



3

山砂利採取場

製品案内 盛土材等

盛土材

0-75

静岡県材料承認有

●山砂利採取業

袋土維第32-14号 袋都計第537号

19,352㎥

R2.03～R3.02 R3.03～R4.02 R4.03～R5.02

10,550㎥

令和2年度

土採25-1号
袋土維第32-16号

認可番号

山砂利採取実績

24,396㎥

令和3年度 令和4年度



産業廃棄物の処理能力　・がれき類・・・1,204.00　ｔ/日　（8.0時間）

4

再生砕石等販売量実績

認可番号/有効期限 静岡県　第02221029272号/令和7年3月21日

令和2年度 令和3年度 令和4年度

R2.03～R3.02 R3.03～R4.02 R4.03～R5.02

28013.75　ｔ 31742.88　ｔ 38387.72　ｔ

●産業廃棄物処分業

認可番号/有効期限 静岡県　第02221029272号/令和7年3月21日

産業廃棄物処分実績

令和2年度 令和3年度 令和4年度

R2.03～R3.02 R3.03～R4.02 R4.03～R5.02

34190.04　ｔ 25618.07　ｔ 33388.1　ｔ

産業廃棄物収集運搬業 静岡県 第02202029272号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○産業廃棄物処分業(中間処分) 静岡県 第02221029272号

業　区　分　 都道府県 許可番号

許可項目

廃プラス
チック類

金属くず

ガラス・
コンク
リート・

陶器くず

がれき
類

汚泥 紙くず 木くず 繊維くず

リサイクルセンター

許可品目

12,000m2

RC40-0

静岡県材料承認有

用途：路体材・路床材

再生盛土材

RC40-0

静岡県材料承認有

用途：裏込工・基礎材

再生クラッシャーラン



収集運搬許可車両一覧

日野
自動車登録番号型式

ダンプ

10ｔ車

三菱
日野
日野

ダンプ
6ｔ車

備考

3ｔ車

4ｔ車

規模、能力（積載量）　

浜松431ひ23

日野 ダンプ 浜松130あ6789 8200ｋｇ 10ｔ車

施設名

ダンプ
ダンプ

ダンプ

ダンプ
ダンプ

ダンプ

ダンプ

日野

日野
日野

日野

日野

三菱
日野

日野

3000ｋｇ

8000ｋｇ

3700ｋｇ
6600ｋｇ

ダンプ

セルフクレーン

セルフローダー

浜松100せ1839
浜松130ね12
浜松11に6274

浜松100か5678 8200ｋｇ

10ｔ車

浜松100う1234

浜松130あ3456

8600ｋｇ

9800ｋｇ浜松100は735

浜松130い345

浜松131え123

8800ｋｇ
10ｔ車

10ｔ車

8500ｋｇ

10ｔ車

8700ｋｇ

10ｔ車浜松130う234
浜松130い2345

8300ｋｇ
8600ｋｇ

5

いすゞ 10ｔ車8500ｋｇ浜松100は401ダンプ

10ｔ車

10ｔ車

浜松130あ456 8400ｋｇ
10ｔ車

10ｔ車

10ｔ車

日野 ダンプ 浜松130あ4567 8900ｋｇ
日野 ダンプ



・環境経営方針の策定

・経営資源の準備

・事業における課題とチャンスの明確化

・実施体制の構築

・環境管理責任者の任命

・代表者による全体の評価と見直し

・環境経営システムの確立、実施推進、維持管理

・環境経営目標、環境経営計画の策定

・目標、計画の達成・実施状況の定期的把握と報告

・環境活動レポートの作成

・環境関連法規等のとりまとめ

・環境管理責任者の補佐業務

・環境教育、緊急時の訓練等の立案、実施

・文書類の管理

・外部からの環境に関する苦情、要望の受付

　及び対応

・その他関連事項

責任者：村岡宣幸 責任者：竹原利彦 責任者：竹原利彦
従業員への教育、 従業員への教育、
部門内環境目標の提案 部門内環境目標の提案 所属従業員役割

・
所属従業員役割 所属従業員役割

主任：村岡慶一 ・ 所　長：山田繁

・ 副所長：山田清

※製茶事業部は対象外

対象となる組織と認証：
　本社建設事業部、リサイクルセンターのサイト認証

②　実　施　体　制　＆　役　割

代表取締役　社長

・生葉買取・緑茶製造
・茶樹栽培・卸売販売

竹原　利彦

・砂、砕石等の販売
・機械土木工事
・山砂利採取業

・がれき類中間処分業
・RC砕石等の製造販売

本社建設事業部

工場長：森下欣典

環境管理責任者

村岡　宣幸

事務局

リサイクルセンター 製茶事業部

6

ルールを厳守し
エコアクション21の活動を
実践し、本業に取り入れる

ルールを厳守し
エコアクション21の活動を
実践し、本業に取り入れる



１）

２）

３） 事業活動による産廃物の削減に努め、受託した廃棄物の再資源化率90％を目指します。

４）

５）

６）

７）

８）

９）

１０） 地域の清掃活動や防災活動等に積極的に参加し、地域貢献いたします。

この環境方針を事業所内に掲示し、朝礼、会議等を利用して全社員に周知徹底し、

社内外に公表いたします。

ように事業活動を推進します。

エコアクション21に全社員が積極的に参加し、環境に配慮した環境経営方針

及び、環境経営目標の運用並びに継続的維持改善を行います。

事業活動に伴うエネルギー消費量の節減に努め、二酸化炭素排出量削減に取組みます。

自らが施工管理する工事は、環境に配慮した機械を使用し施工します。

③　環　境　経　営　方　針

基本理念

丸益産業㈱は、建設業・産業廃棄物収集運搬業・処分業・山砂
利、盛土材採取業・建設資材販売業を通じて、全社員が積極
的に環境保全活動に取り組み理解し、地球環境負荷の低減、
持続可能な社会の構築を目指します。

行動指針

当社は、地球環境保全の重要性を認識し、環境保全に貢献する

水の使用量の削減に取組みます。

制定日：平成30年10月1日

環境関連法規等を遵守します。

丸 益 産 業 株 式 会 社
改定日：平成31年3月1日（初版）

7

代表取締役　竹原　利彦

グリーン購入を推進いたします。　　

中間処理場に関する周辺環境影響への配慮に努める。

社内外の整理、整頓、清掃、安全に留意し、意識の高揚に努めます。



-7% 〇
306% ×
17% ×
30% ×
16% ×
- -

<評価>

原因

是正

原因

是正

令和3年度の実績を基準値とし、中長期の目標を下記のように策定する。

購入電力 ｋWh

LPG ｋｇ

軽油 L

ガソリン L

ｋｇ-CO2

％

ｍ3

※LPG実績値は令和4年度のものを使用

38以下

④環境経営目標とその実績及び評価

-2％

軽油　　ℓ 337,776 366,012 362,351

ＬＰＧ　kg 33.15 30.50 30.2

-1％

令和2年度～令和3年度の実績・評価（目標は過去の実績の平均に対して1%の削減を目指す）

実　績
令和2年度 令和3年度

R2.03～R3.02 Ｒ3.03～Ｒ4.02

38以下38

環境に配慮した施工

23,121

122.63
二
酸
化
炭
素

排
出
量

二酸化炭素排出量

グリーン購入

産業廃棄物排出量

水の使用量

評価

885,833.66 958,167.40 948,585.7

1,634 1,768 1,766

8

取組項目 単位

1,545 -13% 〇

令和5年度
（2023.03.1～
2024.02.28）

令和３年度　実績
（2021.0.3.1～
2022.02.28）

令和4年度
（2022.03.1～
2023.02.28）

22,890

-1％-

-1％

-3％

-2％

-2％

-1％ -2％

422,154

122.63

21,232

令和6年度
（2024.03.1～
2025.02.28）

昨年同様に、売上の増加に伴い全体の二酸化炭素排出量が増えている。特に産業廃棄物収集運搬が約3倍に増加しており、想定外
の運搬量増加により目標値を上回る結果になりました。仕事量が増えれば、二酸化炭素排出量も増えてしまうジレンマを抱えていま
す。

ガソリン・
軽油

LPG
ファンヒーターからガスストーブに変えたことによってLPGの使用量が増えた

防寒着の併用で使用量の削減を目指します。中長期目標値の見直しをします。

仕事量の増加による使用量の増加

エコドライブの徹底。配車の効率化。

目標
削減率

713

（kg－CO２／年間売上）

年間売上高当りの二酸化炭素排出量

ガソリン　ℓ

542 542

二　酸　化
炭　素　総
排　出　量

電気量　ｋＷｈ 22,393 23,121

年間売上（百万円）

kg－CO２

537

1,414.41,789.10 1,428.67

実績　令和4年度

R4.03～Ｒ5.02

1,101,829.24

1,835.46

環境環境目標

再資源化率90％以上

配慮した施工に努める

配慮する

958,167.40 -1％ -2％

38以下

-3％

-3％366,012

1,428.67

-3％

目標　令和4年度

二酸化炭素総排出量の削減
（二酸化炭素排出量の把握においては中部電力のR2実績の調整後排出係数0.379ｋｇ-CO2/ｋWｈを用いました）



＊10tダンプ（5車輌）の平均燃費管理　（目標は過去の実績の平均に対して1%の向上を目指す）

＊重機の平均燃費管理（目標は過去の実績の平均に対して1%の向上を目指す）

2.79

3.05

目標 比率実績　R4.03～R5.02

◎

◎2.94

R3.03～R4.02

-

〇

◎

〇

2.67

m3

使用しない時はエンジン
停止。

4

2.79

評価

シフトアップ装置を使用
こまめなギア変速をした

シフトアップ装置を使用
こまめなギア変速をした

シフトアップ装置を使用
こまめなギア変速をした

シフトアップ装置を使用
こまめなギア変速をした

◎

◎

受託した産業廃棄物の再資源化への取組み

水使用量の削減

1 104%

95%

122%

12342 2.81

3.09

R2.03～R3.02

2.73

2.96

36 m3 38 m3 36

CAT320
-7-01

維持管理
に努めた

評価

取組内容　　持込業者にも分別を呼びかけし、不純物の混入をなくす

10.04
運転する際はエコモード
にする事を意識した

運転する際はエコモード
を徹底した

-

9.65

5.67

9.31

5.72

9.57

Ｒ2.03～Ｒ3.02

令和2年度 令和3年度

Ｒ3.03～Ｒ4.02

実績　令和4年度

維持管理に努める

凍結防止シートなどの活用によって、目標以下の使用量削減になりました。

19.86

PC200-10

持込業者に分別の呼びかけを積極的に行いました。委託者への協力要請をし、全員で徹底すること
ができました。（再資源化率実績99％）

運転する際はエコモード
を徹底した

9

取組内容　　節水シールを貼り、使用時の出し過ぎを気を付け、定期的に漏水点検をする

Ｒ4.03～Ｒ5.02

85%

89%

◎

1

3456

2345

機　種

57%

PC350L
C-10

取組結果

10.79

取組結果

目標

目標　　社員全員で節水を意識して削減する

目標　　受託廃棄物の分別を徹底し、中間処理後の廃棄物は全て再資源化する（再資源化率90％）

車番

2.93

12.63

2.81

4567

4

3

CAT320
-7-02

2.88

100%

103%

15.71

15.52

R2.03～R3.02

14.69

17.85

R3.03～R4.02

2.80

2

評価

2.77

2.72

3

比率

16.85

目標 比率実績　R4.03～R5.02

2.80

評価

◎

15.35



評価 ◎

取組結果

目標　分別の徹底、廃棄物削減

比率

努めた

99.1

評価 ◎

地域の清掃活動等に参加し、環境活動を積極的に行った。

目標　環境に配慮した施工をする

取組内容　建設工事・中間処理場・山砂利採取場等で使用する重機車両の点検・整備の実施

取組結果

取組内容　地域の環境活動に参加して、コミュニケーションを取り、環境負担低減活動を行う

地域貢献活動

低音速型、排ガス規制型機械を使用する

先端設備導入を推し進め、低燃費で環境負荷を低減できる重機によって施工することで、環境への配慮が
できました。

目標　地域の環境活動に積極的に参加する

取組結果

環境配慮の推進

今回は、書類整理にグリーン商品の文書保存箱を購入し、環境負担の軽減ができた。

自社廃棄物の削減

取組結果

取組内容　事務所内で備品を共有し、グリーン購入の情報を共有する

グリーン購入の推進

目標は達成出来た。維持管理に努め削減意識は浸透している。

目標　備品を購入使用する際は、グリーン購入を優先する

97.7 96.7 % ◎

◎

評価

101.0%

目標

維持管理に努める

評価 ◎

10

%

努めた

Ｒ4.03～Ｒ5.02

実績　令和4年度

維持管理
に努めた

取組内容　一般廃棄物は、裏紙を使うなどして廃棄物を削減。　産業廃棄物は分別の徹底をし中間処理業者へ委託する

廃棄物処理実績

一般廃棄物

産業廃棄物

令和2年度

R2.03～Ｒ3.02

努めた

98.3 %

令和3年度

Ｒ3.03～Ｒ4.02

%



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

　◎非常によくできた　　〇さらに努力が必要　△周知徹底して推進が必要　×再徹底が必要

評価の方法

従業員への周知 ミーティングを行う

地域の環境活動

◎

全員でミーティングし教育や緊急時の
対応・環境活動の状況を把握する ◎

村
岡

◎地域(社会貢献）活動
村
岡

地域の環境活動に積極的に参加する

令和4年5月 実施状況の評価
担当：村岡宣幸

継続

粉じん防止

村
岡

グリーン購入に配慮

村
岡

節水シールを貼るなど全員で意識して
徹底する

防音防止

村
岡

◎

◎

グリーン購入

がれき類を破砕し路盤材として再生利
用する

環境・地域に合わ
せた配慮

水漏れの点検

受託廃棄物の選定

受託廃棄物を再資
源化する

コピー用紙消費の
削減

節水の徹底

中間処理後の廃棄
物の再資源化

村
岡

村
岡

コピーする際は裏紙を使用する

防音壁を設け、16時半以降は作業しな
い事を徹底し、周辺環境影響へ配慮す
る

グリーン購入の推進

環境配慮施工の推進

活 動 項 目 取組み内容

二酸化炭素排出量の削減

評
価

◎

 環 境 目 標 

電気使用量の削減
◎

○

村
岡

責
任
者

スケジュール

設定温度を決めて使用する

使用する際のみ電源を入れる

使用後は必ず消灯を徹底する
不必要な照明はこ
まめに消灯する
（LED化）

使わないPC・プリン
タは電源を切る

村
岡

村
岡

○

分別の徹底

リサイクルの徹底
村
岡

定期的に漏水点検をする

分別シールなどを貼り、全員で分別を
徹底する

木くず、金属くず等は、委託業者へ渡
し、再資源化する

継続

継続

継続

継続

継続

騒音等がでないように、現場やリサイク
ルセンターでは全員で声掛けし意識す
る

粉じんが出そうな時は、早めに散水車
で 水を撒く

村
岡 ◎

○

◎

空調の適温化
（空調機の更新）

二酸化炭素排出量の削減

まだ使用できるものは、すぐ捨てるので
はなく、工夫して長く使用できるように
意識する

◎

車両・重機ごとに走行距離・燃料使用
量を毎日記録し、全員で把握する

村
岡

村
岡

村
岡

受入れる際に、木くず等が混入してな
いか確認して頂く

村
岡

村
岡

自社廃棄物の排出量削減

水使用量の削減

受託廃棄物の再資源化

◎

車両・重機の点検・
整備

教育・訓練の実施

◎

〇

◎

村
岡

○

◎

◎
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継続

継続

⑤環境経営計画及び環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

環　境　活　動　経　営　計　画

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

次年
度へ
の取
組み

継続

継続

継続

継続

継続

村
岡

社員全員でのミーティングをし、指導す
る

村
岡

車両・重機ごとに燃費を把握し、より効
率的な運行ができるよう心掛けた

車両・重機の燃費
改善

化石燃料使用量の削減



　　令和4年5月　会社前の道路脇の水路の草を重機等使用して清掃しました

　　令和4年12月　袋井市立南中学校前の歩道を枯れ葉、木の枝等
　　スコップや竹ぼうきを使用してきれいにしました。

　　

～地域の環境活動～

12



　　令和4年3月、7月　安全訓練を行いました。

7月

　　令和4年10月消火訓練を行いました。非常発電設備の取り扱いを説明しました。

　　

～安全訓練説明会～

～緊急時訓練～

3月
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　　リサイクルセンター受付にて、

　　廃棄物の再資源化率100％を目指すため、
　　廃材持込のお客様に、混入物がないか
　　確認して頂いてます。

　　リサイクルセンターにて、

　　　中間処理後の廃棄物の
　　　分別の徹底をしています。

本社・リサイクルセンターにて、

ゴミの分別を徹底しています。

本社・リサイクルセンターにて、

節水札を付けて、
全員で意識しています。

本社・リサイクルセンターにて、

節電札を付けて、
全員で意識しています。

～廃棄物の分別・節水・節電～
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定期点検整備

第17条
の3

第17条

第8条

第16条～
第83条

指定OA機器の適正処分 購入業者メ-カ-への引渡し

○

○引取業者への引き渡し

第4条 ○

フロン排出抑制法
第16～
26条

特定フロンの排出時の適正処理、使用時
の漏洩点検の定期点検、簡易点検の実施

消防法

第5条

資源の有効な利用の促進に関
する法律（リサイクル法）

使用済自動車の引渡義務

○

定期点検を実施する ○

自動車リサイクル法
自動車所有者の責務

水銀製品廃棄規制

静岡県産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

第48条

○

消防用設備等の点検及び報告

水銀製品産業廃棄物の
保管場所を徹底する

○

○

車検証の確認をする ○

点検及び整備の義務

維持管理　点検、測定、管理委託

浄化槽法

車両・事務所の火災予防

道路交通法 交通法規の順守

道路運送車両法 速度違反・過積載禁止

○

第47条

維持管理業者との契約

第11条

○

消防用設備等の設置、維持義務等

県への年間報告の実施
6月末まで

第10条

第17条 ○

○
浄化槽管理者の浄化槽の保守点検及び
浄化槽の清掃

知事への産業廃棄物の処理状況の報告

第1条
水銀製品産業廃棄物の保管を行う場合、
その他の物と混合する恐れのないように、
仕切りを設ける等必要な措置をする

土の採取等の計画の届出、完了等の届
出、標識の掲示

〇

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

（廃棄物処理法）

分別シールを貼るなど、全
員で分別に努めている

⑥環境関連法規等への違反、訴訟等の有無

許可内容・有効期限確認

具体的な作業内容 遵守状況法規・条例・規制名

当社に関連する主な法規制は下表の通りです。

第14条
第1項

廃棄物の発生抑制対策の強化・不適正処
理対策・施設整備等事業活動に伴って生
じた廃棄物を自らの責任において適正に
処理

産業廃棄物収集運搬業者の産業廃棄物
の収集若しくは運搬の他人への委託禁止

○

許可書・管理表携帯・不法
投棄禁止等

運搬受託者の管理票の写しの保存（5年
間）

下記関連法規に関して違反はありませんでした。令和4年5月2日　村岡宣幸

過去三年間において訴訟はありませんでした。

産業廃棄物処理施設設置の許可

15

条文

○

要求事項・責務

第14条
第12項

第3条
第1項

産業廃棄物収集運搬業者の産業廃棄物
処理基準の順守

○

第14条
の2

許可証掲示、表示 ○

違反なし

変更等なし

第14条
第16項

産業廃棄物処理、収集運搬業許可、更新

○

〇

○

静岡県土採取等規制条例 許可書・標識の掲示

産業廃棄物の収集運搬業許可の変更等

第15条

第12条
の3第9

項
適正な処理と保管確認



①負傷者がいる場合、救急へ連絡（119） ・現場内は常に徐行運転し、

②二次災害防止の為、安全確認

③責任者へ連絡（村岡） 　・停止の際は車輪止めを

④事務所へ連絡　業務無線または（0538-42-4318） 　　徹底する

⑤保険使用時は、車両等動かさず警察等を待つ

⑥安全な場所へ避難

①負傷者がいる場合、救急へ連絡（119） ・土のう袋を使っての予防策

②二次災害防止の為、安全確認 ・雨天後は作業をしない

③責任者へ連絡（村岡） ・現場内は常に徐行運転

④事務所へ連絡　業務無線または（0538-42-4318）

⑤安全な場所へ避難

・指定の場所以外では

①消防署へ連絡（119）　 　タバコは吸わない

②危険にならない場所にて消火器等で消火 ・タバコは完全に消してから

③責任者へ連絡（村岡） 　灰皿等に入れる

④事務所へ連絡　業務無線または（0538-42-4318） ・タバコのポイ捨て禁止

⑤安全な場所へ避難 ・給油中は火気に注意

①負傷者がいる場合、救急へ連絡（119） ・敷地内は徐行運転

②二次災害防止の為、安全確認

③責任者へ連絡（村岡） ・クラクションを鳴らすなど、

④保険使用時は、車両等動かさず警察等を待つ 　お互いで合図を出し合う

⑤安全な場所へ避難

①消防署へ連絡（119）　 ・コンロ回りに物を置かない　　　

②危険にならない場所にて消火器等で消火 ・目を離さない

③責任者へ連絡（村岡）

④安全な場所へ避難

⑦-1環境上の緊急事態の準備及び対応

想定緊急
事態

原因 事故発見者の対応 予防策

16

火
災

事
務
所

事
故

砕石等の積込みにて車
輌・重機の衝突

火
災

ガスコンロ使用時に引火

現
場

事
故

掘削断面の崩壊による
表土の流出

現場内の不注意による
車輌・重機の衝突

タバコの不始末で枯草等
に引火し、火災発生

給油中の火災



⑦-2緊急時連絡網図

緊急事態発生

【袋井市役所】
袋井市新屋1-1-1 【丸益産業㈱本社】

代表取締役　竹原利彦
℡0538-42-4318

【袋井消防署】
袋井市国本2907
℡0538-42-0119

都市計画課
℡0538-44-3122

建設課　維持係
℡0538-44-3163

農政課　農業振興係
℡0538-44-3133

【袋井警察署】
袋井市新屋2-4-5
℡0538-41-0110

【現場管理者】
村岡宜幸 【中東遠総合医療センター】

掛川市菖蒲ヶ池1-1
℡0537-21-5555

【袋井土木事務所】
袋井市山名町2-1

維持管理課　管理班
℡0538-42-3215

17

各運転手
オペレーターへ

無線連絡
【袋井市役所 浅羽支所】

袋井市浅名1028

水道課　水道工事係
℡0538-23-9223

【磐田市労働基準監督署】
磐田市地方合同庁舎4階

磐田市見付3599-6
℡0538-32-2205

【中部電力 掛川営業所】
掛川市中央1-5-8
℡0120-977-230



丸益産業株式会社

代表取締役　竹原利彦

⑧代表者による評価及び見直し　　　　（令和5年5月2日）

1

2

有　・　無

有　・　無

環境経営方針

環境経営目標及び
環境経営計画

見直し事項 変更の必要性 指示事項

18

従業員全員で把握している

中長期目標を見直すこと

指示事項なし3 有　・　無

有　・　無4

実施体制

その他（　　　　　）

前回よりも改善されている箇所はありますが、次の2項目は目標
未達成もしくは計画取組の実施が不十分でした。

① LPGの削減
　節約の意識を常に持ち、冬季の暖房器具の温度設定を考え
　て使用し、ある程度温まれば消すなど使用方法を工夫して使
　用量を削減していきます。

② 軽油・ガソリン使用量の削減
　軽油に関しては、昨年に比べて仕事量が増えたこと、現場の
　稼働率が多く重機を多く使用していたことが影響として大きい
　と考えられますが、ガソリンの使用量削減とともに更に気を引
　き締めてエコドライブを中心に取り組みます。

 　以上を改善して環境経営目標の達成に努めていきます。

全体の評価・コメント
（環境経営システムの

有効性環境への取組の
適切性等）


